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おーい見えたと

マストから、梟ふくろみたいに

よんでゐる。




そーら島だと

ケビンから　羽蟻はありみたいに

かけてでる。




ほーう小ちさいと

円窓に望遠鏡が

つきでゝる。




ボーウ、ボーウと

サイレンが　出船みたいに

なつてゐる。

帽子や旗を

ふつてゐる。




おーい敬礼して行けと

マストやデツキで

失敬した。
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